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サトウキビ収穫機（ＤＯＮ．ＳOL０．７６１）の性能について

内原英昇・安次富信光・大城喜信

（沖縄県農業試験場）

替とサトウキビ栽培の合理化によるコスト低減を目的と

して導入した２台のうち同組合より性能試験の依頼を受

け，１台供試した．

１．はじめに

本供試機は1970年10月に農業機械の共同利用を目的と

して，沖縄ではじめて設立された農事組合法人北大東村

農業機械利用組合が，毎年同村のサトウキビ収穫作業の

労働力を台湾の季節労働者に依存してきたのを，近年台

湾政府より導入労働者の数的制約を受け，さらに1972年

５月15日の本土復帰以後，その確保も困難視されている

のを機会に同組合が窮状打開策として，導入労働力の代

２．供試機の概要

本供試機は諸外国の糖業先進地で利用されているチョ

ッピングタイプのサトウキビ収穫機で，そのなかでもも

っとも規模の小さい機種である．
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第１図工程の概要と主要部位の名称

（DONSOLO761CaneHarvestier）

なおさき（1970年12月）に南大東村に導入された

ＤＯＮ・MIZZL740型がトラクターのサイドに装着する

アタッチメントであるのに対し，本供試機は自走式（専

用機）で機械の規模は第１表のとおりである．

作業の工程については第１図に示してあるが次のとお

りである．

(1)先づフローテソグシューズで倒伏薦茎をおしわけ，ク

第１表．主要諸元表

エンジン馬力
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ンジン
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ロシプリフターで蕨茎をピクアップして梢頭部を揃え

トッパーで切りすてる．

(2)次に円盤状のベースカッターで地上すれずれに薦茎を

刈取り，ダウンリフターを回転させながら引き上げ，

フィードローラーを経て，ローラーコンベアーの位置

まで移動させ，チョッパーナイフで平均30c”の長さ

に切断する．

(3)切断された蕨茎はエレベーターでエキストラクターの

下に運ばれ，風選されて，トラックまたはトレーラー

にクロスコンベアーによって落下，投入する．

第’図に後方けん引しているトラックは，２トン車で

あるが，北大東村では同車による搬送を計画しているの

で実験も同様な条件にして実施した．

供試機はクロスコンベアーによって，左右．後方に自

由に原料茎を落下させることができるのでトラクター用

トレラー，またはトラックを併行伴送させても作業は可

能である．

試式サトウキビ管理作業機で実施した．

なお試験直前における生育，性状は次表のとおりであ

った．

第２表生育の概況

生育 状況
一一

径|節数巾|富鐘品種｜畦
茎長｜茎

２２節ＮＣＣ

３１０
2.5C”20c腕 247c籾l30c〃

第３表薦茎の性状

霧川の|緊塁てい|鰹(中)の|完全倒伏
35％62％7.7本 ３％

４．試験結果

(1)気象条件と焼却

試験当日の気象条件は沖縄の冬型の天気としてはもっ

とも好条件で，風速２．７池，湿度63％であった．しか

し４，５日前に多量の雨量があって，土壌水分量がかな

り高くなっていた（詳細は第９表参照）．第４表は試験

当日から５日前までの当場で観測した結果である．

３．試験ほ場並びに材料条件

試験圃場は長さ103？"，巾24伽の区画で機械が利用で

きる条件であった．畦の方向は東西でその方向にそっ

て，５度位の傾斜をなしていた．

栽培したサトウキビは1970年９月植えで，ケーンプラ

ンターで植え付け，肥培管理作業は本場が開発した琉農

第４表試験当日から５日前までの気象状況

気 温
月日 湿度｜降水量｜天気｜風向｜風速

高 低

１月１４日 18.7 ⑤ ＮＥ 2.71４．１ ０6３

19.0 ｅ Ｎ〃１３日 ０ ･６．７1４．１ 5２

〃１２日 20.6 Ｎ 8.0｡16.1 6１

22.0
-

22.6

Ｎ 11.8〃１１日 ｡1６．２ 7４ 28.2

〃１０日 SSE 11.2●1８．６ 9８ 59.3

試験蕨園は当初から収穫機利用による作業を前提に大

型機械化一貫作業で栽培され，剥葉作業は省力したため

枯葉が多かった．

ところで焼却方法は，当日は｣陳の風のため薦園の東

側より点火して３分の２の地点に達したとき風下の西側

より点火した．

第５表１０アール当たり焼却時間と焼却率

焼却率
10アール当り焼却
時間

青葉 枯葉

6分20秒 75％ 96％
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(2)作業能率

第６表１０アール当たり作業能率

作業時間ギヤ-

位置

秒速

、/ｓ

エンジン

回転数
(ＲＰＭ） 稼動時間

の＋Ｅ＋Ｂ）
休止時間

（Ｂ）
運転時間
(Ｄ＋Ｅ）

実刈取時間
（Ｄ）

後進時間
（Ｅ）

Ｌ１ 0.48145分19秒’５分００秒’４０分19秒’４２分21秒’１５分58秒1,800

収穫方法は試験圃場の薦茎が総体的に西側に倒伏して

いるので，その方向に向って作業を行なった．反対方向

から作業を行なうとダウンリフターの性能が充分に発輝

されないため速度をおとす必要があった．

(3)作業量並びに損失率

試験圃場の10アール当り収穫量は9,691ｋｇで，本供試

機に刈取られて伴老車に積み込れた量は9,500ｋｇで，

191ｋｇは圃場に刈り残された．損失率は第７表に示して

ある．作業性能における精度を調査する意味で調査した

が，さきに南大東島に導入されたＤＯＮＭＩＺＺ1.740型

とほぼ同様の結果である．供試機の損失要因は，刈取り

茎に隣接していて，刈取り側に完全倒伏している薦茎の

一部がクローテングシューズでおしつぶされ，クローシ

プリフターにピクアップされず，蕨茎がタイヤーに踏み

つけられて，そのまま残茎量となっていろ．特に畦巾が

狭い圃場においては，損失率が高くなることが予想され

ろ．

た栽培上の配慮が必要になる．次にキについては機械の

性能に関係するが，本供試機はエキストラクターは１カ

所に装置されていて原料茎に附着している焼残りの葉鞘

の部分以外の葉はほとんど排除された．

本調査におけるトラッシュを構成している大部分は，

梢頭部カットの高さによる被原料茎と原料茎に附着して

いる葉鞘の部分である．なお枯死茎，病虫害被害茎はト

ラッシュとして認められなかったが培士が比較的高かっ

たために，場所によっては，深刈茎が僅かばかりあって

それに土壌が附着して風選もされずにトラックに投入さ

れていた．しかしその量は確認できなかった．

第８表トラッシュ率

堕拳(金）原料茎馴|爽雑物量(B)|縊雰
140.1ｋｇ１９．９ｋｇ1150ｋｇ 6.6％

第７表作業量並びに損失率

(5)土壌の三相分布の変化

本供試機は農作業機としては最大重量機械であるため

に利用跡地における土壌に対する影響が懸念されたの

で，その変化について調査を行なった．

ところで実験当日は土壌水分量は前項にも述べたよう

に含水率が高い条件で作業を実施した．第９表は実験前

と実験後の三相分布の変化を示している.

特に供試機の重量による沈圧で影響を受けているのは

士層の２～７c伽の深さの範囲内で固相の増加および気

相の減少が顕著に認められていろ.また20c池以下には

その彰響は受けていない．

したがって本供試機利用後，圃場を放置すると，２～

７c腕の層は空気の流通が低下して作物の根に対して酸

素の供給が減少し，発育に影響を与えるものと想定され

ろ．

総原料量(A)|採取重量(B)｜残茎量(C）｜損失率(芸）

9,691ｋｇ19,500ｋｇ1191ｋｇ ２％

(4)トラッシュ率

サトウキビの機械収穫の場合トラッシュ率を大きく左

右しているのは次の諸点がある．

ア．焼却率が高いか低いか，イ．オペレーターの機械

操作の巧拙，ウ．機械利用上，畦巾が適当であるか，

エ．病害虫，被害茎が多いか，少ないか，オ．培士の

深浅，九章丈が揃っているか，否か，キ．エキスト

ラクターの性能の良否

以上の点があげられるが特にア，イの場合は収穫作業

の技術的課題で，ウ，エ，ホカは機械収穫を前提にし
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第９表土壌の三相分布の変化

土層の深さ
（c”） 固(%)相｜液(%)相｜気(川相

水分
(乾き％）

２～７ 50.9 43.6 5.5 32.8
１月１３日

(供試機利用前）
２０～２５ 30.954.0 44.0 2.0

３０～３５ 4.852.0 40.2 31.3

２～７ 29.855.7 42.0 2.3
１月１４日

２０～２５ 54.1 1.5 31.144.2
(供試機利用後）

３０～３５ 30.153.5 42.2 4.3

して，供試機の隣接畦の沈圧１，並びに隣接畦側の薦茎の

踏みつけを少なくして損失率を低くする．

(8)伴走車に２トン車を利用する場合１畦の長さは２トン

～2.5トンの収量がもっとも合理的になる‘それ以下の

場合は施回ごとにけん引車のとりはずし，取付け作業を

行なう必要があり能率を大きく低下させる原因になる．

第２図は推定収量別における２トン積載の畦長を図示

し，参考までに記載した．なお性復刈りできる圃場にお

いてその２分１の畦長でもよい．

５．むすび

以上の結果から本供試機を実用機としてその性能を充

分発輝させるためには次の条件を考慮する必要がある．

(1)本供試機を利用するためには，薦園の枯葉等の焼却を

しなければならない．そのためには剥葉作業を省力して

焼却率を高め，野そその他の病害虫の防除作業を徹底的

に実施してトラッシュ率を僅少にとどめる．

(2)従来の畦巾１籾～1.20池内外を1.30噸～1.40”で作付

300

200
。z６１

23ｍ

100

↑
畦
長
⑩

ｏｎ

第２図推定収量における２ton積載畦長

（畦巾1.35ｃｍの場合）
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(4)本供試機利用後は速かに心土餅を行ない管理作業機に

より中耕する.また新櫨に切換える場合は,プラウ耕し

て土壌の気相を高める.

(5)収秘後速かにスタブルセ-バー等で株揃い作業をする

と萌芽が揃い,収穫時親の精頭部もそろえることができ

るのでカットの良条件をつくり,トラッシュも少なくな

る.

(6)最終培土を高くすると機体が畦に接しベースカッター

が土壌中より薦茎を刈取 り原料茎に土壌が混入すること

があるので,10cm～15cmの高さにとどめ均一に行なう

必要がある.

以上いままで述べたことは本供試機を合理的に活用す

るうえでの条件であるがその他,利用地域全体として耕

地基盤の亜僻は当然必要な最も重要な条件である.


